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学生第一主義の�
活力ある学園づくり�

�

教育力の強化�

（ワンランク・レベル・アップ）�
・指示待ちから戦略的職員へ、�
　意識改革�
・課題解決提案型の仕事のや�
　り方�
・問題点の早期発掘とその解決�
・データ・ベースの整備・構築�
�

�
・魅力ある学部づくり�
・授業評価実施による魅力�
　ある講義づくり�
・個人活動の把握�
・教員の任期制度の導入�
�

企画・管理部門�
の強化�

建学の精神�
大学の理念�

中長期運営方針�
各期の大学経営方針�

月次決算・予実算管理の実施�
�

学園ビジョン�中長期運営方針�

（創造性豊かな人材の育成を目指して）�

Ⅰ．社会に求められる人材育成�

　　・環境の変化に対応した魅力ある教育の推進�
　　・学生・生徒のワンランク・レベル・アップ作戦�

Ⅱ．全員参画による部門別（学部・学科etc.）運営�

　　・部門別運営計画の策定と目標管理の導入�
　　　法人の事業目標を受けて、各部門が自分達の計画を議論し、�
　　　各部門の課題と目標を設定、実行、検証する。�
�

Ⅴ．学部・学科の改編とキャンパスの再配置計画の立案�

Ⅳ．新人事制度の導入の検討�

　　・教員の任期制度の検討�
　　・教員・職員の業績評価制度の検討�

Ⅲ．業務改革の推進（原点にもどりゼロ・ベースで）�

　　・教員、職員の意識改革（危機意識の共有）�
　　・事務職員から経営管理職員へ（課題解決提案型へ）�

Ⅵ．内部監査・外部監査制度の確立�

　　・法とルールの遵守�

�

理事長

行� 威夫
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けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ててててててててててててててててててててててててててててててて

日
本
経
済
の
現
況
は
内
閣
府
の
月
例
経
済

報
告
（
平
成
１９
年
１
月
）
に
よ
る
と
、「
景

気
は
、
消
費
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

回
復
し
て
い
る
。」
と
経
済
全
体
に
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
格
差
問
題
、
教
育
改
革
問
題
、
高
齢

化
と
福
祉
問
題
、
少
子
化
問
題
等
々
幾
多
の

多
難
な
課
題
に
直
面
し
、
特
に
長
崎
の
よ
う

な
地
方
都
市
で
は
明
る
い
兆
し
が
見
え
な
い

の
が
現
況
で
す
。

特
に
近
年
顕
著
な
少
子
化
の
影
響
は
、
私

立
学
校
の
経
営
環
境
全
体
を
大
変
厳
し
い
状

況
に
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。
平
成
１７
年
度
に

入
学
定
員
を
満
た
し
て
い
な
い
私
立
学
校
は

１
６
０
校
（
２９
・
５
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
帰
属
収
入
で
消
費
支
出
を
賄
え
な

い
学
校
法
人
の
割
合
は
、
明
確
な
増
加
傾
向

は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
平
成
１６
年
度
の
統

計
で
は
、全
体
の
２４
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
法
人
も
こ
の
少
子
化
の
影
響
の
真
っ
只

中
に
あ
り
平
成
１９
年
４
月
の
入
学
者
減
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
学
の
建
学
の
精
神
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
も
個
性
豊
か
な
教
育
研
究
を
行
な

う
高
等
教
育
機
関
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
上

に
特
色
あ
る
教
育
研
究
活
動
を
展
開
し
、
地

域
社
会
の
要
請
に
応
え
持
続
あ
る
成
長
を
す

る
た
め
に
は
、
理
事
者
、
教
職
員
全
員
が
本

学
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
状
況
と
現
況
か

ら
危
機
意
識
を
共
有
し
、「
学
生
第
一
主
義

の
活
力
あ
る
学
園
づ
く
り
」
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
学
を
取
り
巻
く
現
況
を
打
破
し
、
持
続

あ
る
成
長
を
目
指
し
て
「
将
来
構
想
委
員
会

（
仮
称
）」
を
早
急
に
設
置
し
、
そ
の
た
め

の
具
体
策
を
検
討
・
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
生
第
一
主
義
の
活
力
あ
る
学
園
づ
く
り

学
園
の
全
員
が
結
束
し
、「
教
育
力
の
強

化
」
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
教
育
研
究
に
お
け
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
生
・
生
徒
の
基

礎
知
識
力
、
常
識
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
等
の
レ
ベ
ル
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ

す
る
活
動
を
進
め
、
学
生
・
生
徒
、
保
護
者

そ
れ
に
社
会
か
ら
喜
ば
れ
る
人
材
育
成
を
行

な
い
ま
す
。

ま
た
、
事
務
関
係
で
は
「
企
画
・
管
理
分

野
の
強
化
」
を
図
り
ま
す
。

本
法
人
の
理
事
会
は
、
建
学
の
精
神
と
大

学
の
理
念
に
基
づ
き
「
学
園
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
中
期
運
営
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
運
営
方
針
に
従
い
関
係
各
分
野
で

「
２
０
０
７
年
度
大
学
・
大
学
院
運
営
方

針
」、「
２
０
０
７
年
度
大
学
事
務
局
運
営
方

針
」
お
よ
び
「
２
０
０
７
年
度
附
属
高
校
運

営
方
針
」
を
作
成
し
、
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
本
学
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
は
外

部
の
社
会
環
境
の
構
造
と
内
部
環
境
の
構
造

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
こ

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く
す
た
め
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
、
改
善
を
実
施
し
て
ゆ
き
ま
す
。

・
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
た
魅
力
あ
る

学
部
づ
く
り

平
成
１９
年
４
月
よ
り
電
気
電
子
情
報
工
学

科
を
電
気
電
子
工
学
科
に
改
称
し
、「
医
療

電
子
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

１
９
８
７
年
に
「
臨
床
工
学
技
士
法
」
が

施
行
さ
れ
、
現
在
約
２
万
人
の
「
臨
床
工
学

技
士
」
が
い
ま
す
が
、
そ
の
充
足
率
は
全
国

平
均
で
約
６
割
、
地
方
に
よ
る
差
は
大
き
く
、

長
崎
県
で
は
約
２
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
医
療
機
器
お
よ
び
技
術
は
ま
す
ま

す
高
度
化
、
情
報
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

こ
れ
ら
の
医
療
機
器
を
取
り
扱
う
「
臨
床
工
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2007年度大学・大学院運営方針�

Ⅰ．魅力ある学部づくりと学部・学科の将来計画�

　　・医療電子コースの定着化�
　　・人間環境学部の改革、活性化�
　　・機械工学科のJABEE認定取得に挑戦�
　　・非常勤講師の派遣および受入の改変�
　　・教員組織・配置の見直し�

Ⅱ．大学学部入学者数目標値の達成�

　　・募集活動の強化充実�
　　・2006年度活動の反省と2007年度活動への反映�
　　・入学金と奨学制度の見直し�
�

Ⅴ．産学官連携の積極的推進�

　　・外部資金獲得の推進�
　　・大学院および研究所におけるプロジェクト研究への取組�
　　・地域社会との交流による社会貢献活動の推進�
�

Ⅳ．カリキュラム改革による共通・言語・基礎教育の再編�

　　・カリキュラムのシンプル化・スリム化・3学部共通化�
　　・３教育センターの見直し�

Ⅲ．学部・学科・大学院別2007年度運営方針の立案とその実施�

　　・目標管理の導入（授業評価結果のワースト３の改善）�

Ⅵ．2008年度認証評価受審に向けた取組�

2007年度大学事務局運営方針�

（すべての業務を“ゼロ・ベース”で見直し）�

Ⅰ．業務の見直しと業務革新�

　　事務各課の仕事のやり方（課題解決提案型へ）の革新�
　　・部門別月次決算の導入�

Ⅱ．大学学部入学者数目標値の達成�

　　・募集活動の強化充実�
　　・2006年度活動の反省と2007年度活動への反映�
　　・入学金と奨学制度の見直し�

Ⅲ．経費の徹底的見直し�

　　・購買調達方法及び経費の徹底的な見直し�

2007年度附属高校運営方針�

Ⅰ．魅力ある学園づくり�

　　・高大連携教育の準備�
　　・生徒のワンランク・レベル・アップ�
�
Ⅱ．生徒募集体制の見直しとその充実�

　　・安定した入学者確保のための重点施策立案とその実施�

Ⅴ．学校評価の実施と課題の改善�

Ⅳ．経営体質の改善�

　　・校納金の見直し�

Ⅲ．基本的生活習慣の確立と学校の活性化�

　　・心技体とバランスのとれた生活・学習指導の徹底�
　　・「学ぶよろこび」を習得できる教育の実施�
　　・部活動の活性化�
�

学
技
士
」
の
不
足
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

「
医
療
電
子
コ
ー
ス
」
の
新
設
は
、
こ
の

よ
う
な
問
題
を
早
急
に
解
消
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
社
会
的
要
請
に
応
え
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
「
医
療
電
子
コ
ー
ス
」
初
年
度
の

円
滑
な
運
営
と
将
来
計
画
立
案
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
人
間
環
境
学
部
は
２１
世
紀
の
環
境

問
題
を
文
理
融
合
の
立
場
か
ら
教
育
研
究
す

る
学
部
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
が
、
よ
り
一

層
の
発
展
を
目
指
し
、
特
に
理
工
と
の
連
携

を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
、
工
学
部
お
よ
び

情
報
学
部
と
の
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
た
魅
力
あ
る

学
部
づ
く
り
に
お
い
て
、
教
員
が
学
生
に
よ

る
授
業
評
価
を
真
摯
に
受
止
め
、
学
生
の
基

本
的
能
力
の
育
成
と
学
習
意
欲
の
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
教
員
が
主
体
的
に
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
を
継
続
し
て
実
施
し
、
そ
れ
に
基
づ

く
自
ら
の
意
識
改
革
を
積
極
的
に
す
る
こ
と

で
、
学
生
に
最
大
の
満
足
が
得
ら
れ
る
「
感

動
の
あ
る
教
育
」
が
実
現
で
き
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
る
共
通
・
基
礎
・

言
語
教
育
の
シ
ン
プ
ル
化
と
そ
の
充
実

本
学
の
学
生
は
本
学
の
教
員
が
責
任
を

も
っ
て
、
し
か
も
教
員－

学
生
の
協
同
作
業

で
「
感
動
の
あ
る
教
育
」
を
つ
く
り
出
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か

ら
考
え
、
本
年
度
は
共
通
・
基
礎
・
言
語
教

育
の
三
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
と
見
直
し
、

そ
し
て
全
学
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

専
門
教
育
へ
つ
な
が
る
共
通
・
基
礎
・
言

語
教
育
は
教
育
の
根
幹
を
な
し
ま
す
。
そ
の

教
育
を
本
学
の
教
員
が
責
任
も
っ
て
行
い
、

「
教
育
力
の
強
化
」
へ
つ
な
が
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
を
英
断
を
持
っ
て
実
行
し
ま
す
。

・
徹
底
的
な
業
務
の
見
直
し
と
経
費
の
削
減

今
年
度
か
ら
部
門
別
月
次
決
算
を
導
入
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ

ム
経
営
と
「
み
え
る
化
」
に
よ
り
経
営
の
ス

ピ
ー
ド
化
と
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

経
費
の
削
減
で
は
現
状
の
把
握
を
徹
底
的

に
行
い
、
課
題
や
問
題
点
を
抽
出
し
、
改
善

策
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
教
育

研
究
活
動
の
維
持
発
展
を
図
り
な
が
ら
も
、

学
内
業
務
に
お
け
る
す
べ
て
の
「
ム
ダ
取
り

活
動
」
を
全
学
で
進
め
、
経
営
の
健
全
化
に

努
め
ま
す
。

・
教
職
員
全
員
に
対
す
る
評
価
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
も
健
全
で
持
続
可
能
な
経
営
を
行

な
う
と
い
う
観
点
か
ら
早
急
に
計
画
を
立
案

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ－

Ｄ
ｏ－

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ－

Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
経
営
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク

ル
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
を
着
実
に
行
い
、
今
年
度

が
将
来
の
発
展
の
ス
タ
ー
ト
点
に
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

平
成
１９
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

徹
底
し
た
目
標
管
理
を
行
い
、
計
画
さ
れ
た

も
の
は
各
部
門
４
半
期
ご
と
に
進
捗
状
況
と

そ
の
予
算
差
異
等
の
報
告
を
理
事
会
で
受
け
、

間
違
い
の
な
い
経
営
の
舵
取
り
を
し
て
い
き

ま
す
。
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卒卒
業業

３
月
１
日
に
附
属
高
校
が
卒
業
式

を
挙
行
し
、
３
月
１５
日
に
は
大
学
院
、

学
部
、
別
科
日
本
語
研
修
課
程
の
卒

業
式
・
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

附
属
高
校
の
卒
業
式
は
新
し
い
門

出
に
ふ
さ
わ
し
く
春
の
陽
気
に
包
ま

れ
、
１
４
４
名
の
生
徒
が
本
校
を
巣

立
ち
ま
し
た
。

卒
業
を
前
に
学
園
生
活
を
振
り
か

え
っ
て
、
卒
業
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
標
だ
っ
た
二
輪
業
界
に
就
職
�

１４
ヶ
月
間
の
海
外
留
学
で
卒
業
は
２

年
遅
れ
ま
し
た
が
、
留
学
以
前
か
ら
目

標
に
し
て
い
た
二
輪
業
界
に
就
職
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
高
の
思
い
出
は
、違
う
ク
ラ
ス（
入

学
時
の
他
に
２
学
年
下
の
ク
ラ
ス
）
の

友
人
が
出
来
た
こ
と
で
す
。
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
最
後
は
み
ん
な
仲
良
く
な

れ
て
最
高
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
二
輪
車
を
通
じ
て
様
々

な
国
を
訪
れ
た
い
で
す
。

み
な
さ
ん
希
望
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

私
の
思
い
出
は
、
海
に
接
す
る
機
会

が
非
常
に
多
く
充
実
し
た
大
学
生
活
で

し
た
。

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

活
動
は
、
デ
ィ
ン
ギ
ー
の
製
作
、
地
域

の
人
た
ち
を
ヨ
ッ
ト
に
招
待
し
て
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
、
大
学
所
有
の
船
舶
の
整

備
な
ど
、
海
に
関
す
る
こ
と
を
多
く
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

春
か
ら
は
、
造
船
所
の
仕
事
に
就
き

ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
も
っ
と
海
と
接

す
る
時
間
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
学
生
活
で
一
番
印
象
深
い
の
は
、

三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
入
っ
た
キ
ャ
リ

ア
・
ネ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ
と
い
う
サ
ー
ク

ル
で
の
思
い
出
で
す
。
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、
話
し
合
い
、
協
力
し
、
助
け

合
っ
て
き
た
仲
間
達
は
、
一
生
の
宝
物

で
す
。

春
か
ら
は
通
信
建
設
会
社
で
働
く
予

定
で
す
。
期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ
っ

た
心
境
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
携
帯
に
電

波
を
届
け
る
べ
く
、
挫
け
ず
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
ど
ん
な

時
も
「
マ
イ
ペ
ー
ス
」
を
崩
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
。

私
は
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
の
四
年

※

生
か
ら
一
年
間
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
キ
ャ
ン
パ
ス

で
本
学
に
通
い
、
後
に
三
年
次
に
編
入

学
し
ま
し
た
。
当
初
、
驚
い
た
こ
と
は
、

本
学
の
教
授
と
学
生
、
学
生
同
士
の
関

係
が
非
常
に
深
い
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

学
外
活
動
に
取
組
む
学
生
が
多
く
、
私

も
そ
の
一
人
で
、
環
境
活
動
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り

Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
て
頂

き
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
多
く
の

人
々
と
の
繋
が
り
を
持
て
た
こ
と
は
大

き
な
財
産
で
す
。

工学部・機械工学科

清水健太郎さん
�長崎県
�株式会社モリワキエンジニアリング
�本学附属高校の出身
４年生に進級する前にニュージー
ランドへ留学。
４月からは夢の世界への第一歩を
踏み出します。

工学部・電気電子情報工学科

大場麻衣子さん
�長崎県
�株式会社協和エクシオ
�長崎西高校の出身
コンピュータの勉強をするため本
学へ入学。
ＬＥＤ研究の傍らで、大学のＰＲ
活動に協力してきました。

工学部・建築学科

松島 加奈さん
�長崎県
�大学院工学研究科修士課程
環境計画学専攻
�県立長崎シーボルト大学を卒業後、
本学へ編入学。
建築設計への夢の実現へ向け頑
張っています。

工学部・船舶工学科

田村 太海さん
�鹿児島県
�檜垣造船株式会社
�鹿児島育英館高校出身
小型船舶操縦士１級、潜水士の資
格を持ち、実習などでアシスタン
トを務めました。

大学院工学研究科修士課程
構造工学専攻

野元 隆洋さん
�鹿児島県
�財団法人日本海事協会
�本学工学部・船舶工学科出身
学部の３年生の時、中国・ハルビ
ン工程大学へ留学。
学部卒業後、就職するが、大学院
へ入学してきました。

�出身県 �就職・進学先 �学生紹介

特
集

※NICEキャンパスは県内の大学・短大・高専が参加した単位互換制度です。
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毎
日
が
楽
し
く
て
、
後
悔
し
な
い

学
生
生
活
が
送
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
一

番
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
学
部
在

学
中
に
中
国
へ
留
学
し
、
卒
業
が
遅

れ
ま
し
た
。
更
に
、
卒
業
後
に
３
年

半
働
き
、
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

大
学
院
修
了
後
は
２
度
目
の
社
会
人

生
活
の
開
始
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
前
向
き
な
気

持
ち
で
や
る
事
、
や
り
た
い
事
を
必

死
で
や
っ
て
、
後
悔
の
な
い
生
活
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
部
時
代
は
遊
ん
だ
方
が
良
い
。

こ
れ
も
社
会
勉
強
。
金
が
無
く
て
も

時
間
は
あ
る
。
単
位
を
落
と
さ
な
い

程
度
に
遊
ん
で
欲
し
い
。

大
学
４
年
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
行
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
４

年
間
で
、
弓
道
部
の
主
将
を
２
年
間
務

め
、
良
い
友
人
に
も
多
く
知
り
合
え
た

か
ら
退
屈
す
る
暇
な
ん
て
無
い
大
学
生

活
で
し
た
。

私
は
卒
業
後
、
大
学
院
に
進
み
、
化

学
系
の
研
究
を
続
け
、
将
来
は
大
学
院

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
大
学
生
の
時
は
色
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
み
る
べ
き
で
す
。
勉
強

も
大
切
で
す
が
、
遊
び
で
怪
我
す
る
遊

び
が
出
来
る
の
は
大
学
生
だ
け
で
す

よ
！

学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
て
く
れ
た
も

の
は
キ
ャ
リ
ア
・
ネ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ
の

存
在
で
し
た
。
漠
然
と
Ｐ
Ｃ
を
学
び
た

い
と
入
学
し
た
私
で
し
た
が
、
サ
ー
ク

ル
内
で
多
く
の
学
生
や
社
会
人
の
方
と

触
れ
合
っ
た
こ
と
で
自
分
の
こ
と
を
客

観
的
に
見
る
良
い
機
会
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

漠
然
と
し
て
い
た
も
の

は
徐
々
に
形
に
な
り
、
今
で
は
は
っ
き

り
と「
Ｐ
Ｃ
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
Ｐ
Ｃ
に
関
わ
る
仕
事

を
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
真
っ
直
ぐ
に
向
き
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
４
４
名
が
学
び
舎
を
巣
立
つ

３
月
１
日
、
体
育
館
で
第
４３
回

長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学

校
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
１
４

４
名
の
生
徒
が
一
人
一
人
思
い
出

を
胸
に
学
び
や
を
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

３
年
の
担
任
が
卒
業
生
の
名
前

を
一
人
ひ
と
り
読
み
上
げ
、
卒
業

生
を
代
表

し
て
相
川

友
幸
君
が

時
津
政
憲

校
長
よ
り

卒
業
証
書

を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附
属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
ををををををををををををををををををををを
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

時
津
校
長
よ
り
「
新
た
な
旅
立

ち
に
あ
た
り
、
三
つ
の
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ

は
、『
自
分
を
知
っ
て
欲
し
い
。

自
分
を
知
る
た
め
に
、
生
涯
学
ぶ

心
を
失
わ
な
い
で
欲
し
い
』
二
つ

目
は
『
平
和
な
国
際
社
会
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
』
三

つ
目
は
『
諸
君
を
こ
の
世
に
送
り

出
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
両
親
に
対

す
る
感
謝
の
心
と
敬
い
の
心
を
大

切
に
し
て
欲
し
い
』」
と
は
な
む

け
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
古
賀

陽

君
よ
り
「
私
た
ち
は
こ
の
三
年
間

の
中
で
か
け
が
い
の
な
い
素
晴
ら

し
い
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
私
達
は
こ

れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
進
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
学

び
を
求
め
て
進
学
す
る
者
、
実
社

会
に
出
て
働
き
始
め
る
者
。
道
は

様
々
で
す
が
ス
タ
ー
ト
地
点
は
こ

の
長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等

学
校
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
進
む

道
は
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
厳
し
く
逃
げ
出
し
た

く
な
る
時
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
こ
の
附
属
高
校
で

学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
原
点
と
し

て
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。」
と
お
別
れ
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
教
職
員
、
在
校
生
、

保
護
者
が
見
送
る
中
、
会
場
を
後

に
し
、
友
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、

記
念
撮
影
を
す
る
ク
ラ
ス
も
あ
り

ま
し
た
。

工学部・経営システム工学科

三住友李香さん
�佐賀県
�株式会社アシスト
�唐津東高校出身
キャリア・ネット・カフェの二期
生として、本学のみならず他大学
生や社会人との交流を深めてきま
した。

人間環境学部・環境文化学科

中道 隆広さん
�長崎県
�大学院工学研究科修士課程
環境計画学専攻
�諫早農業高校出身
森林科学科でバイオマスや水中測
定方法などを勉強して本学へ入学。
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環境カウンセラー

榮 信歳氏

Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1

認
証
取
得

人
間
環
境
学
部
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
認
証
取
得
を
目
指
し
、

「
環
境
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
、
環
境
方
針
を
達
成
す
る
た

め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
。

定
期
的
な
勉
強
会
や
講
習
会
を
重

ね
、
学
生
・
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
取
組
ん
だ
。

第
１
回
審
査（
１
月
２３
、
２４
日
）

で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

と
記
録
類
の
審
査
、
第
２
回
審
査

（
２
月
２０
、
２１
日
）
で
運
用
に
関

す
る
審
査
が

行
わ
れ
、
３

月
２
日
認
証

を
取
得
し
ま

し
た
。

学
生
が
主
体
的
に
活
動

本
学
の
特
徴
は
、
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
認
証
取
得
へ
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
、
そ
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

の
家
（
イ
ソ
ノ
ケ
）」
で
す
。
人

間
環
境
学
部
の
１
年
生
か
ら
４
年

生
ま
で
の
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
認
証
取
得
に
向
け
た
活
動

の
他
、
地
域
の
清
掃
活
動
、
学
内

美
化
、
学
園
祭
で
の
イ
ベ
ン
ト
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
廃
油
回
収

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
バ
ス
に
利
用
）、
内
部

監
査
員
の
養
成
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

よ
る
古
紙
回
収
な
ど
、
学
生
ら
し

く
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
目
的
・
目
標

著
し
い
環
境
側
面

■
コ
ピ
ー
用
紙

２０
％
削
減

（
Ｈ
１８
：
１０
％
、
Ｈ
１９
：
１５
％

Ｈ
２０
：
２０
％
）

■
電
気
の
使
用

１０
％
削
減

（
Ｈ
１８
：
５
％

Ｈ
１９
：
８
％

Ｈ
２０
：
１０
％
）

■
ゴ
ミ
の
削
減

毎
週
発
生
量
の
計
測

ゴ
ミ
減
量
�

望
ま
し
い
環
境
側
面

■
環
境
に
関
す
る
研
究
活
動
の
促
進

雑
誌
そ
の
他
に
年
５
報
の
投
稿

■
環
境
に
関
す
る
教
育
活
動
の
推
進

環
境
に
関
す
る
講
義
の
教
育

内
容
の
充
実

■
環
境
に
関
す
る
社
会
活
動
の
推
進

【
教
職
員
】

・
学
外
の
環
境
に
関
す
る
委
員
な

ど
へ
の
積
極
的
な
就
任

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
と
し
た

環
境
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進

【
学

生
】

・
地
域
に
お
け
る
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

基本理念
長崎総合科学大学・人間環境学部は、「環境マネジメントシステム」

を構築し、日常の大学生活の中で、地球環境に配慮したさまざまな取り
組みを実行することによって、人と自然が共生できる社会の実現の一端
を担う存在として、社会的責任を果たします。

環境方針
�環境に配慮し、文化の創造を目指した教育・研究に積極的に取り組み、
環境に対する意識が高い学生（環境人）を育成します。
�すべての活動に関わる環境関連法規、規制と学内規定等を遵守し、エ
ネルギー使用量の抑制、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）
率の向上等を積極的に推進し、環境汚染を予防します。
�環境目的・目標を環境管理委員会で設定し、定期的に環境マネジメン
トシステムを見直し、継続的に改善を図ります。
�地域と連携することによって、地域の意見を反映できる環境マネジメ
ントシステムを目指します。

以上の方針は文書化し、全構成員に周知徹底するとともに、学外からの
要求、その他必要に応じて情報をホームページを通じて公表いたします。

平成１８年６月１日
長崎総合科学大学人間環境学部
学部長 横 山 正 人

１１
月
１１
日
、
学
園
祭
の
初
日
に

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科

４
年
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
家
・
環
境
管

理
責
任
者
（
学
生
代
表
）
で
も
あ

る
佐
喜
眞
よ
り
子
さ
ん
が
総
合
司

会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
当

し
、
企
画
・
運
営
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
家

の
学
生
ら
が
分
担
し
ま
し
た
。

『
大
学
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

取
得
の
メ
リ
ッ
ト
』

「
目
的
、
目
標
を
定
め
、
ど
の

よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。
そ
し

て
結
果
が
悪
い
場
合
で
も
き
ち
ん

と
チ
ェ
ッ
ク
し
、
新
し
い
プ
ラ
ン

を
作
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と

る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル【Plan,D

o,
C

heck,
A

ction

】
の
考
え
方
を
自

分
の
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

述
べ
、「
皆
さ
ん
方
が
環
境
に
つ

い
て
感
じ
る
心
を
身
に
つ
け
て
も

ら
い
た
い
。
そ
し
て
自
分
が
何
を

行
動
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
そ
れ
が
大
学
で
や
る

責
務
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

『
大
対
馬
漂
着
ゴ
ミ
に
関
す
る
活
動
』

長
崎
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
１
年

甲
斐

穂
高
氏

ISO 14001とは
国際標準化機構（ISO）が定める ISO１４０００s（シリーズ）『環

境マネジメントシステム規格』です。ISO１４０００sのうち中
核となる ISO１４００１は、環境マネジメントシステム（EMS）
をどのように構築すればよいかを定めた仕様書です。
自ら環境方針および目的を定め、その実現のための計画

（Plan）を立て、それを実施及び運用（Do）し、その結果を
点検及び是正（Check）し、さらに次のステップを目指した
見直し（Act）を行うという PDCAサイクルを確立します。
それによって、環境マネジメントシステムを継続的に向上
させ、環境に与える有害な負荷を減少させることをねらい
としています。

環 境 宣 言

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

特特
集集

「ＩＳＯの家」の会議
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継続的改善�

（4-6）マネジメントレビュー（ACTION）�

（4-3）計画（PLAN）�
　4.3.1環境側面�

　4.3.2法的及びその他の要求事項�

　4.3.3目的、目標及び実施計画�

（4-5）点検（CHECK）�
　4.5.1監視及び測定�

　4.5.2順守評価�

　4.5.3不適合並びに是正措置及び予防処置�

　4.5.4記録の管理�

　4.5.5内部監査�

（4-4）実施及び運用（DO）�
　4.4.1資源、役割、責務、権限�

　4.4.2力量、教育訓練及び自覚�

　4.4.3コミュニケーション�

　4.4.4文書類�

　4.4.5文書管理�

　4.4.6運用管理�

　4.4.7緊急事態への準備及び対応�

（4-2）環境方針�

ISOの家メンバー

松本 亜衣さん

清

掃

活

動

７
月
の
市
民
大
清
掃
へ
参
加
。

日
見
中
学
校
の
草
刈
、
日
見
川
、

キ
ャ
ン
パ
ス
と
通
学
路
な
ど
の
清

掃
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
月
１
回
第
４
日
曜
日
に

宿
町
自
治
会
の
方
と
日
見
公
園
の

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
部
監
査
委
員
の
育
成

内
部
監
査
委
員
を
お
き
、
定
期

的
に
監
査
を
行
い
、
計
画
が
適
切

に
実
施
し
、
維
持
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
内
部
監
査
講
習
会
を

実
施
し
、
委
員
の
育
成
を
行
い
ま

す
。

学

園

祭

学
園
祭
で
は
、「
大
学
に
お
け

る
学
生
の
エ
コ
活
動
」
と
題
し
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

食
用
油
を
地
域
か
ら
回
収
し
て
廃

油
キ
ャ
ン
ド
ル
を
製
作
。
学
園
祭

で
Ｉ
�
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
文
字
の
キ
ャ
ン

ド
ル
を
点
灯
し
ま
し
た
。

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
家
」
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
４
年
生
。
卒
業
を
前
に
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

活
動
の
き
っ
か
け
は
？

１
つ
上
の
学
年
の
先
輩
が
「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
の
家
」
を
立
ち
上
げ
、
卒
業

研
究
で
「
認
証
取
得
の
意
義
」
に

つ
い
て
研
究
。
こ
れ
を
現
在
の
４

年
生
が
引
き
継
ぐ
形
と
な
り
、
活

動
を
し
て
い
く
た
め
に
４
月
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
人
集
め
を

行
い
ま
し
た
。
教
員
か
ら
の
呼
び

か
け
も
あ
り
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
家
」

は
４
年
生
６
名
、
３
年
生
１３
名
、

２
年
生
１３
名
、
１
年
生
８
名
の
計

４０
名
の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
一
か
ら
の
出
発
で
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
の
意
味
か
ら
勉
強

を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｑ
Ａ
（（
財
）日
本
品
質
保
証

機
構
）
の
方
に
福
岡
か
ら
お
越
し

頂
い
て
、
具
体
的
な
手
続
き
等
の

説
明
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
環
境

の
先
生
方
か
ら
は
資
料
を
頂
い
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
石
橋
先
生

が
長
崎
大
学
で
認
証
取
得
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
は
私
た
ち
に
は

心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

認
証
取
得
で
き
た
率
直
な
気
持
ち

「
で
き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」。

で
も
苦
労
し
た
分
、
達
成
感
は
あ

り
ま
す
。

学
生
個
々
の
意
識
が
高
く
、
動

い
て
く
れ
る
学
生
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
積
極
的
に
担
当
し
（
絵
が
う
ま

い
人
、
文
章
が
上
手
な
人
な
ど
）、

個
々
の
活
動
の
集
結
で
す
。

継
続
し
て
い
く
上
で
大
事
な
こ
と

意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

認
証
は
取
得
で
き
た
け
ど
、
課

題
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
認
証
事
務

に
追
わ
れ
て
外
に
向
け
て
の
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の

学
部
を
巻
き
込
み
大
学
全
体
の
取

組
み
に
し
た
い
。

後
輩
へ

「
楽
し
ん
で
続
け
て
や
っ
て
い

け
た
ら
良
い
。
た
だ
、
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
は
や
っ
て
ね
。」

工
学
部
、
情
報
学
部
の
学
生
さ

ん
、
環
境
活
動
を
一
緒
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

対
馬
に
お

け
る
韓
国
、

長
崎
の
大
学

生
や
対
馬
市

民
の
方
々
と

の
活
動
を
通

し
て
見
え
て

き
た
こ
と
と

し
て
「
漂
着

ゴ
ミ
は
世
界
規
模
の
問
題
で
あ

る
」「
環
境
と
い
う
も
の
は
立
場

が
変
わ
れ
ば
気
づ
く
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
自
分
の

足
で
動
い
て
、
自
分
の
目
で
見
て

感
じ
て
、
自
分
で
触
れ
て
み
て
、

い
っ
ぱ
い
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。
チ
ャ
ン
ス
が
成
長
の
第

一
歩
だ
と
考
え
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
第
２
部
は
本

学
を
は
じ
め
長
崎
大
学
や
県
立

シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
、
長
崎
国
際
大

学
、
長
崎
県
立
大
学
な
ど
の
学
生

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、「
大
学

に
お
け
る
学
生
の
エ
コ
活
動
」
と

題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

PCDAサイクル

ISO の家・環境管理
責任者（学生代表）

佐喜眞より子さん

「ISOの家」のホームページ
http://nc.he.nias.ac.jp/he/iso 306 e 5 bb 6
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TOPICS
TOPICS1

医
療
電
子
コ
ー
ス
開
設

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催学長 林 一馬冨岡 勉 氏

井石 哲哉 氏

吉野 勝美 氏
工学部電気電子情報
工学科教授
大阪大学名誉教授
工学博士

小柳 光正 氏
東北大学大学院工学
研究科バイオロボティ
クス専攻教授
本学客員教授
工学博士

犬伏 俊郎 氏
滋賀医科大学MR医学
総合研究センター教授
日本磁気共鳴医学会会長
工学博士

谷山紘太郎 氏
長崎大学理事
㈱長崎TLO代表取締役社長
元長崎大学大学院医
歯薬学総合研究科長
医学博士

１１
月
２５
日
、
長
崎
県
医
師
会
館

に
お
い
て
、
医
療
電
子
コ
ー
ス
開

設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
医
・

工
連
携
に
向
け
て
〜
を
開
催
。

こ
れ
は
、
２
０
０
７
年
４
月
、

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
に
「
臨

床
工
学
技
士
」
国
家
試
験
の
受
験

資
格
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
た

「
医
療
電
子
コ
ー
ス
」
の
開
設
予

定
を
記
念
し
た
も
の
。

当
日
は
、
林
一
馬
学
長
の
挨
拶

の
後
、
井
石
哲
哉
氏
（
長
崎
県
医

師
会
会
長
）
と
医
学
博
士
で
も
あ

る
冨
岡

勉
氏
（
衆
議
院
議
員
）

か
ら
来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
最
近
の
医
療
と

電
子
工
学
の
接
点
」

最
近
の
医
療
機
器
、
技
術
が
電

子
工
学
の
技
術
を
取
り
込
み
支
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
流
れ
は
、

更
に
大
き
く
発
展
す
る
と
と
も
に
、

高
度
・
多
様
化
し
、
電
気
電
子
工

学
と
医
学
、
医
療
分
野
の
融
合
は

更
に
重
要
な
も
の
と
な
り
、
新
し

い
可
能
性
も
現
れ
て
く
る
の
は
間

違
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
自
身
が
関

与
、
経
験
し
た
事
を
中
心
に
電
気

電
子
工
学
と
医
療
、
診
断
の
関
連

の
流
れ
、
先
端
電
子
技
術
を
生
か

し
た
医
療
、
診
断
技
術
な
ど
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
述

べ
ら
れ
た
。

「
脳
の
は
た
ら
き
と

医
療
電
子
技
術
」

頭
の
中
で
考
え
た
だ
け
で
ロ

ボ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操

る
、
こ
ん
な
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
な
技
術

の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
脳
の
は

た
ら
き
と
医
療
電
子
技
術
や
脳
で

動
か
す
情
報
機
器
、
特
に
脳
の
は

た
ら
き
と
、
人
間
の
眼
の
動
き
や

認
識
の
仕
方
等
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
。

「
Ｍ
Ｒ
画
像
法
の
進
歩
」

磁
気
共
鳴
（
Ｍ
Ｒ
）
法
は
今
日
、

臨
床
に
お
い
て
は
日
常
的
に
利
用

さ
れ
る
画
像
診
断
法
と
し
て
定
着

し
て
き
た
。
外
科
手
術
の
モ
ニ

タ
ー
や
、
特
定
の
分
子
や
細
胞
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
画
像
法
、
分

子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
等
へ
の
Ｍ
Ｒ
の

展
開
が
始
ま
っ
て
い
る
。
分
子
機

能
計
測
に
長
け
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
近
赤

外
画
像
法
と
、
解
剖
画
像
の
解
像

度
で
は
他
の
手
法
を
凌
駕
す
る
Ｍ

Ｒ
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
と
の
複
数
の
計
測

技
術
を
融
合
し
た
マ
ル
チ
モ
ダ
リ

テ
ィ
画
像
化
技
術
の
発
展
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
新
技
術
創
出
と
医
工
連
携
」

長
崎
県
内
に
お
い
て
、
異
分
野

間
の
融
合
を
機
動
的
に
対
応
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
新
技
術
を
創
出
す

る
戦
略
が
す
で
に
施
行
さ
れ
、
さ

ら
な
る
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
新
技
術
創
出
に
向
け
た
研

究
の
一
つ
の
方
向
性
を
見
出
す
一

助
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
現

在
進
行
中
の
医
工
連
携
の
具
体
的

な
例
を
あ
げ
紹
介
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

上
記
の
講
演
者

４
名
に
有
吉
正
一

氏
（
長
崎
県
臨
床

工
学
技
士
会
会
長
、

新
里
ネ
フ
ロ
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
と
田
中

義
人
氏
（
工
学
部

電
気
電
子
情
報
工

学
科
教
授
）
を
加

え
て
、「
医
療
技

術
・
機
器
の
発
展

と
Ｃ
Ｅ
・
Ｍ
Ｅ
の
育
成
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
会
場

か
ら
も
多
く
の
質
問
や
意
見
が
だ

さ
れ
た
。

紀
要

第
４７
巻
第
１
号

【
工
学
・
自
然
科
学
編
】

＜

研
究
論
文＞

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
向
け
て

清
水

明
・
藤
川
卓
爾

調
和
ト
ラ
ッ
プ
中
の
１
次
元
ボ
ー

ス
系
の
理
論
（
�
）

大
矢
正
人

A
D

ifferential-G
eom

etrical
T

he-
ory

of
B

inocular
V

isualSpace
TA

K
IY

A
M

A
R

yuzo,
K

ITA
JIM

A
N

oriyuki

【
人
文
・
社
会
科
学
編
】

＜

研
究
ノ
ー
ト＞

倭
字
内
外
轉
札
記

古
倭

い
し
ゐ
の
ぞ
む

＜

翻
訳＞

シ
ョ
ア
ー
の
記
憶
と
し
て
の
文
学

小
川
保
博

研
究
活
動
リ
ス
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス

「
臨
床
工
学
技
士
」
と
は

「
人
の
呼
吸
・
循
環
・
代
謝
に
か
か

わ
る
生
命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
お
よ

び
保
守
点
検
を
仕
事
と
す
る
医
療
職

種
」
で
、
手
術
室
や
集
中
治
療
室
な
ど

の
生
命
維
持
の
最
前
線
で
「
人
工
心
肺

装
置
」、「
血
液
浄
化
装
置
」
や
「
人
工

呼
吸
器
」
な
ど
の
最
先
端
の
医
療
機
器

の
操
作
に
あ
た
る
専
門
家
を
い
い
ま
す
。

人
の
命
を
預
か
る
重
要
な
仕
事
で
あ
る

の
で
国
家
資
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
８
７
年
に
「
臨
床
工
学
技
士
」

の
国
家
資
格
制
度
が
で
き
て
以
来
、
現

在
ま
で
に
約
２
万
人
の
「
臨
床
工
学
技

士
」
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
我

が
国
の
大
病
院
に
お
け
る
「
臨
床
工
学

技
士
」
の
充
足
率
は
ま
だ
６
割
程
度
と

低
く
、
し
か
も
地
域
格
差
が
著
し
く
、

長
崎
県
で
は
２
割
程
度
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
臨
床
工
学
技
士
」
が
い
な
い
中
小

病
院
で
は
看
護
師
が
「
臨
床
工
学
技

士
」
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、「
臨
床
工
学
技
士
」
の
早

期
充
足
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
学
の
「
医
療
電
子
コ
ー
ス
」
で
所

定
の
単
位
を
取
得
し
た
人
は
、
毎
年
３

月
に
行
わ
れ
る
「
臨
床
工
学
技
士
」
国

家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は

動
画
配
信
し
て
い
ま
す
。

U
R
L
http://w

w
w
.nias.ac.jp/

public/index.htm
l
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TOPICS
教
員
の
活
動

2

清山 浩司 氏

新技術創成研究所
研究員

TOPICS
起
業
化
育
成
へ

支
援
施
設
建
設

3

TOPICS
就
職
活
動
の
支
援

4

◇
清
山
氏
の
研
究
が
採
択

１０
月
３０
日
、
独
立
行
政
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
の
産
学
共
同

シ
ー
ズ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
化
事
業

顕
在
化
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
平
成

１８
年
度
採
択
課
題
が
選
定
さ
れ
、

本
学
新
技
術
創
成
研
究
所
の
研
究

員

清
山
浩
司
氏
と
テ
ル
モ
�
と

の
共
同
研
究
課
題
「
携
帯
医
療
機

器
向
け
空
中
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

の
開
発
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
大
学
等
の
基
礎

研
究
に
潜
在
す
る
シ
ー
ズ
候
補
を

研
究
報
告
会
等
を
通
じ
て
産
業
界

の
視
点
で
見
出
し
、
顕
在
化
さ
せ

よ
う
と
す
る
シ
ー
ズ
候
補
に
関
し

て
「
シ
ー
ズ
顕
在
化
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
」
を
中
心
と
し
た
産
学
共
同

研
究
に
よ
り
、
シ
ー
ズ
候
補
の
顕

在
化
の
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め

の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ

を
行
う
こ
と
が
目
的
。
今
回
は
四

百
二
十
件
の
応
募
の
中
か
ら
課
題

の
独
創
性
、
目
標
設
定
の
妥
当
性
、

産
学
共
同
で
の
研
究
体
制
の
妥
当

性
、
提
案
内
容
の
実
行
性
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
期
待
な
ど
の

観
点
か
ら
選
考
さ
れ
、
８０
件
が
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
崎
県
で
採

択
さ
れ
た
の
は
本
学
の
み
。

◇
出
張
講
義

高
等
学
校
で
の
進
路
指
導
や
総

合
学
習
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
出
張
講
義
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
実
績
を
紹
介

し
ま
す
。

《
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー
》

■
６
月
２４
日

猶
興
館
高
校

「
先
端
科
学
と
集
積
回
路
シ
ス
テ
ム
」

田
中
義
人
（
電
気
・
教
授
）

■
６
月
３０
日

大
分
豊
府
高
校（
大
分
県
）

「
建
築
・
都
市
の
歴
史
と
文
化
」

林

一
馬
（
学
長
）

■
７
月
５
日

松
浦
高
校

「
こ
れ
が
建
築
な
の
だ
」

伴
丈
正
志
（
建
築
・
助
教
授
）

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
像
」

安
田
元
一
（
知
能
・
教
授
）

■
７
月
１０
日

長
崎
工
業
高
校

「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
と
浮
力
に
つ
い
て
」

慎

燦
益
（
船
舶
・
教
授
）

■
７
月
１５
日

阿
蘇
高
校（
熊
本
県
）

「
飛
び
魚
を
め
ざ
し
た
挑
戦
者
た
ち
」

野
瀬
幹
夫
（
船
舶
・
教
授
）

■
７
月
１８
日

普
天
間
高
校（
沖
縄
県
）

「
や
さ
い
の
は
な
し
」

西
村
安
代
（
環
境
・
講
師
）

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
像
」

安
田
元
一
（
知
能
・
教
授
）

■
８
月
２２
日

中
五
島
高
校

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
像
」

安
田
元
一
（
知
能
・
教
授
）

■
９
月
１４
日

長
崎
工
業
高
校

「
地
球
環
境
と
２１
世
紀
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

坂
井
正
康
（
環
境
・
教
授
）

■
１０
月
３
日

五
島
海
陽
高
校

「
経
済
性
の
評
価

〜
損
得
計
算
の
不
思
議
〜
」

渡
瀬
一
紀
（
経
営
・
教
授
）

■
１０
月
１７
日

長
崎
工
業
高
校

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
像
」

安
田
元
一
（
知
能
・
教
授
）

■
１０
月
１７
日

大
村
工
業
高
校

「
地
球
環
境
と
２１
世
紀
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

坂
井
正
康
（
環
境
・
教
授
）

■
１０
月
２０
日

博
多
青
松
高
校（
福
岡
県
）

「
脳
を
だ
ま
す

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
感
性
」

北
島
律
之
（
知
能
・
助
教
授
）

■
１１
月
１３
日

大
村
工
業
高
校

「
脳
を
だ
ま
す

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
感
性
」

北
島
律
之
（
知
能
・
助
教
授
）

■
１２
月
５
日

長
崎
工
業
高
校

「
地
球
環
境
と
２１
世
紀
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

坂
井
正
康
（
環
境
・
教
授
）

■
１２
月
１５
日

島
原
工
業
高
校

「
ロ
ボ
コ
ン
へ
の
挑
戦
」

谷

昇
（
基
礎
・
教
授
）

■
１２
月
１９
日

長
崎
工
業
高
校

「
固
体
高
分
子
燃
料
電
池
の
研
究
」

奥
村
典
男
（
電
気
・
教
授
）

■
１
月
１９
日

長
崎
明
誠
高
校

「
ロ
ボ
コ
ン
へ
の
挑
戦
」

谷

昇
（
基
礎
・
教
授
）

《
Ｓ
Ｓ
Ｈ
》
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
へ
の
講
義
も
担
当
。

■
１０
月
７
日

諫
早
高
校

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
は
な
し
」

藤
川
卓
爾
（
機
械
・
教
授
）

■
１０
月
１８
日

諫
早
高
校

「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に
つ
い
て
」

谷

昇
（
基
礎
・
教
授
）

大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
等
の
創
出

を
目
的
に
、
独
立

行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構

の
大
学
連
携
型
起

業
化
育
成
施
設
が

長
崎
市
の
出
島
地
区
へ
着
手
す
る

こ
と
が
決
定
し
、
２
０
０
７
年
秋

頃
完
成
予
定
。

本
事
業
は
、
中
小
機
構
、
長
崎

大
学
、
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大

学
と
本
学
の
３
大
学
と
長
崎
県
、

長
崎
市
が
連
携
し
、
整
備
運
営
し

て
い
く
。

◇
第
１
回
「
し
ご
と
・
職
種

研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
開
催

１０
月
１７
日
、
学
部
３
年
生
を
対

象
と
し
た
第
１
回
『
し
ご
と
・
職

種
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
を
開
催
。

こ
れ
は
、
様
々
な
業
界
・
職
種

に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
に
合
っ

た
業
界
・
職
種
を
見
つ
め
る
た
め

の
機
会
を
提
供

す
る
た
め
の
も

の
で
、
今
回
が

は
じ
め
て
の
試

み
。
第
１
回
目

は
文
系
「
職

種
・
し
ご
と
理

解
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
し
て
企
業
３

社
が
参
加
し
た
。

◇
４
年
生
内
定
学
生
に
よ
る

就
職
活
動
相
談
会１０

月
２０
日
、

「C
areer-N

et-
C

afe

」
の
学
生

た
ち
が
「
就
職

活
動
に
つ
い
て

の
お
気
軽
相
談

会
」
を
開
催
。

就
職
活
動
が
目

前
に
迫
っ
た
３

年
生
を
中
心
に
在
学
生
の
就
職
活

動
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
に
応
え
、

内
定
者
の
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
、

就
職
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
し
よ
う
と
、
４
年
生

が
企
画
。
当
日
は
約
２０
名
の
在
学

生
が
相
談
に
訪
れ
た
。

◇
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
招
い
て

業
界
・
職
種
研
究
座
談
会

１１
月
２４
日
、
今
後
の
進
路
選
択

の
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
で
、「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
４
年
生

内
定
者
に
よ
る
業
界
・
職
種
研
究

座
談
会
」
を
開
催
。
こ
れ
は
「
将

来
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
就
職
支

援
科
目
）
の
受
講
者
を
対
象
に
毎

年
実
施
。
今
回
は
い

ろ
ん
な
業
界
・
職
種

で
活
躍
す
る
卒
業
生

４
名
と
、
既
に
就
職

先
が
決
定
し
て
い
る

４
年
生
内
定
者
７
名

が
就
職
活
動
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
た
。

◇
合
同
企
業
面
談
会

２
月
９
日
、

今
年
度
２
回

目
の
合
同
企

業
面
談
会
を

開
催
。

学
生
の
就

職
支
援
を
目

的
に
毎
年
開

催
し
て
い
る

も
の
で
、
現

３
年
生
を
主
対
象
と
し
て
開
催
。

今
回
は
、
九
州
を
本
社
所
在
地
と

す
る
企
業
７３
社
が
参
加
し
た
。

今
年
度
は
Ａ
日
程
（
１２
月
）
と

Ｂ
日
程
に
分
け
２
回
開
催
し
、
Ａ

日
程
に
は
九
州
圏
外
の
企
業
８０
社

が
参
加
。
両
面
談
会
と
も
に
、
約

三
百
名
の
学
生
が
出
席
し
、
熱
気

に
溢
れ
た
面
談
会
と
な
っ
た
。
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TOPICS5

学
生
の
活
動

TOPICS
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
離
着
陸
場

6TOPICS
ヨ
ッ
ト
の

ク
ル
ー
ジ
ン
グ

7

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン

書
類
選
考
通
過

１２
月
２１
日
、

本
学
「
Ｎ
ｉ

Ａ
Ｓ
夢

工

房
」
が
今
年

６
月
に
開
催

さ
れ
る
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
学
ロ

ボ
コ
ン
２
０
０
７

Ａ
Ｂ
Ｕ
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
ロ
ボ
コ
ン
代
表
選
考

会
」
の
書
類
選
考
を
通
過
し
た
。

応
募
７３
チ
ー
ム
か
ら
２５
チ
ー
ム
が

選
ば
れ
、さ
ら
に「
ビ
デ
オ
選
考
」

を
通
過
し
た
２０
チ
ー
ム
程
度
が
大

会
出
場
権
を
得
る
。

◇
菱
興
ハ
ウ
ス
の
住
宅
コ
ン
ペ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
表
彰
式

１１
月
１７
日
、

菱
興
ハ
ウ
ス

（
西
日
本
菱
重

興
産
）
の
住
宅

コ
ン
ペ
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
工
学
部

建
築
学
科
「
建

築
設
計
製
図
Ｓ
Ａ
」
の
講
義
で
募

集
し
た
も
の
。

■
最
優
秀
賞

山
崎

優
紀
さ
ん
（
３
年
生
）

「happy
circle

」

■
優
秀
賞

横
山

美
鈴
さ
ん
（
３
年
生
）

「H
ouse

R
ium

」

■
佳
作

瀬
畑

龍
郎
君
（
３
年
生
）

「
中
庭
を
囲
む
家
」

島
袋

泰
行
君
（
４
年
生
）

「
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
」

◇
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
員
が

国
体
出
場

１２
月
８
日

〜
１０
日
、
国

体
第
２６
回
九

州
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
競

技
で
長
崎
県

が
４
位
と
な

り
、
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
る
本
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。
長
崎
県

代
表
チ
ー
ム
に
、
本
学
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
高
守
桂
佑
君
（
工

学
部
機
械
工
学
科
３
年
）
と
鈴
木

晶
平
君
（
工
学
部
船
舶
工
学
科
１

年
）
の
２
名
が
選
ば
れ
出
場
す
る
。

◇
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

本
学
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス

に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は

工
学
部
電
気
電
子
情
報
工
学
科
の

辻
史
郎
教
授
及
び
学
生
７
名
が
製

作
し
た
も
の
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
高
輝
度
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
）
を
使
用
し
、
省
電
力
で

長
寿
命
。

青
、
赤
、
緑
、
白
、
黄
の
５
色

で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
木
々
が
鮮
や

か
に
照
ら
さ
れ
た
。

◇
新
極
真
空
手
部
員
が
優
勝

第
２１
回
九

州
交
流
空
手

道
大
会
に
お

い
て
、
一
般

初
級
軽
量
級

で
藤
山
勇
君

（
工
学
部
電

気
電
子
情
報

工
学
科
１
年

生
）
が
第
３
位
。
一
般
初
級
重
量

級
で
前
田
恭
兵
君
（
工
学
部
建
築

学
科
１
年
生
）
が
第
３
位
に
入
賞

し
た
。
ま
た
、
新
極
真
空
手
道
長

崎
県
交
流
大
会
に
お
い
て
一
般
の

部
で
前
田
恭
兵
君
が
優
勝
し
た
。

◇
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

１２
月
１６
日
、
第
４３
回
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
フ
ラ
ン
ス

語
の
部
１２
名
、
日
本
語
の
部
に
別

科
日
本
語
研
修
生
８
名
及
び
学
部

と
大
学
院
の
留
学
生
４
名
が
エ
ン

ト
リ
ー
。フ
ラ
ン
ス
語
の
部
は「
暗

唱
・
朗
読
」
と
「
暗
唱
の
競
演
」、

日
本
語
の
部
は
「
ス
ピ
ー
チ
」
に

分
か
れ
て
発
表
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
後
、
表
彰
式
や

交
流
会
も
実
施
さ
れ
た
。

◇
「
な
が
さ
き
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
」

１０
月
２０
、
２１
日
に
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅

か
も
め
広
場
で
「
第
８
回
な
が
さ

き
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、

本
学
か
ら
も
出
展
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
」
に

出
場
し
た
マ
シ
ン
の
展
示
・
体
験

操
縦
や
実
演
の
ほ
か
、
情
報
学
部

の
池
末
教
授
と
学
生
に
よ
る
「
長

崎
水
辺
の
映
像
祭
」
の
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
な
ど
を
行
っ

た
。

◇
「
科
学
の
祭
典
」

１０
月
２１
、
２２
日
に
長
崎
市
科
学

館
で
『「
青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典
２
０
０
６
」
第
１０
回
長
崎

大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら

も
出
展
し
た
。

◇
「
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」

１１
月
２５
、

２６
日
に
長
崎

市
浜
町
ベ
ル

ナ
ー
ド
観
光

通
り
で
「
も

の
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ

２
０
０
６
」

が
開
催
さ
れ
、

本
学
の
「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
夢
工
房
」
が

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
」
に
出

場
し
た
マ
シ
ン
の
展
示
・
体
験
操

縦
な
ど
を
行
っ
た
。

長
崎
県
が
、

昨
年
１２
月
か

ら
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
（
救
急

医
療
用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
）

の
運
行
を
開

始
す
る
た
め
、

専
門
家
に
よ

る
現
地
調
査
に
よ
り
本
学
シ
ー
サ

イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
の
候
補

地
と
し
て
選
ば
れ
、
本
学
は
協
力

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１０
月
２２
日
、
日
見
小
学
校
の
児

童
が
、
１０
月
２８
日
、
た
ち
ば
な
学

童
ク
ラ
ブ
が
ヨ
ッ
ト
や
モ
ー
タ

ボ
ー
ト
で
橘
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
体
験
し
た
。
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TOPICS
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

取
材
・
放
映

8

TOPICS
本
学
へ
の
訪
問

9

◇
Ｂ
Ｄ
Ｆ
バ
ス
と

バ
イ
オ
マ
ス
研
究

１
月
３０
日
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
で
走

る
バ
ス
（『
ク
リ
ー
ン
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ

号
』）
と
バ
イ
オ
マ
ス
の
研
究
が

Ｋ
Ｔ
Ｎ
テ
レ
ビ
長
崎
の
取
材
を
受

け
、
こ
の
様
子
が
２
月
７
日
「
で

き
た
てG

opan

」
の
中
で
紹
介
さ

れ
た
。

取
材
を
受
け
た
の
は
、
今
年
１

月
１６
日
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
決
ま
っ

た
『
ク
リ
ー
ン
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
号
』。

外
観
、「
て
ん
ぷ
ら
の
香
り
が
す

る
」（
排
気
さ
れ
る
）
煙
、
一
般

道
を
走
る
様
子
が
撮
影
さ
れ
、
藤

川
卓
爾
（
工
学
部
長
）
が
Ｂ
Ｄ
Ｆ

バ
ス
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料

の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待

さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
、
環
境
バ
イ
オ
マ
ス
研

究
室
で
の
実
験
の
様
子
が
撮
影
さ

れ
、
坂
井
正
康
（
人
間
環
境
学
部

教
授
）
が
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
取
組
み
な
ど
の

説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
２
月
６
日
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
長

崎
放
送
が
『
ク
リ
ー
ン
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ

号
』
と
バ
イ
オ
マ
ス
の
研
究
を
取

材
。
そ
の
日
の
「
報
道
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｂ
Ｃ
」
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
。

◇
ペ
ー
ロ
ン
船
の
模
型
製
作

工
学
部
船
舶
工
学
科
の
２
年
生

４
名
が
、
船
舶
工
学
科
後
期
科
目

の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
」
に
お
い

て
、
１０
分
の
１
の
ス
ケ
ー
ル
の

ペ
ー
ロ
ン
船
模
型
を
製
作
し
、
１

月
２５
日
の
講
義
の
際
に
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
こ
の
様

子
と
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

Ｎ
Ｉ
Ｂ
長
崎
国
際
テ
レ
ビ
が
取
材
。

そ
の
日
の
「
ニ
ュ
ー
ス
リ
ア
ル
タ

イ
ム
」
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
。

◇
「
長
崎
の
教
会
群
」

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入
り

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト

教
関
連
遺
産
」
が
、
文
化
庁
が
ユ

ネ
ス
コ
に
提
出
す
る
世
界
遺
産
登

録
の
暫
定
一
覧
表
に
入
る
こ
と
が

決
定
。
本
学
の
林
一
馬
学
長
は
、

県
内
に
点
在
す
る
教
会
群
の
価
値

に
早
く
か
ら
注
目
し
、「
長
崎
の

教
会
群
を
世
界
遺
産
に
す
る
会
」

の
会
長
を
務
め
、
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
活
動
し
て
き
た
。

（
主
な
放
送
）

■
１２
月
１３
日

Ｎ
Ｂ
Ｃ
長
崎
放
送

「
あ
っ
！
ぷ
る
」

■
１２
月
１８
日

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

■
２
月
２
日

Ｋ
Ｔ
Ｎ
テ
レ
ビ
長
崎

「
で
き
た
てG

opan

」

◇
「
迷
っ
ち
ゃ
う
な
〜
」

方
向
音
痴
に
つ
い
て
解
説

２
月
８
日
、
Ｎ

Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
ス

キ
ッ
ピ
ー
に
よ
る

取
材
が
あ
り
、
北

島
律
之
（
情
報
学

部
知
能
情
報
学
科

助
教
授
）
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

た
。「
満
腹
ワ
イ
ド
ラ
ジ
Ｄ
Ｏ
Ｎ

ぶ
り
」
と
い
う
番
組
内
の
「
迷
っ

ち
ゃ
う
な
〜
」
と
い
う
企
画
。
内

容
は
方
向
音
痴
に
関
す
る
も
の
で
、

北
島
助
教
授
は
感
性
心
理
学
と

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
研
究

を
行
っ
て
お
り
、
専
門
家
の
立
場

か
ら
、
方
向
音
痴
に
お
け
る
男
女

間
の
違
い
や
道
に
迷
わ
な
い
方
法

な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
生
活
に
密

着
し
た
簡
単
な
脳
ト
レ
術
も
紹
介

し
た
。

◇
長
崎
明
誠
高
校１０

月
１６
日
、
１

年
生
４０
名
と
引
率

教
員
２
名
が
「
関

心
の
あ
る
大
学
・

専
門
学
校
を
訪
ね
、

説
明
並
び
に
施
設

見
学
に
よ
っ
て
進

路
選
択
の
視
野
を
広
げ
る
と
と
も

に
目
的
を
も
っ
て
学
習
に
取
組
む

態
度
を
養
う
こ
と
」
を
目
的
に
本

学
を
訪
れ
た
。
長
崎
明
誠
高
校
出

身
の
鳥
辺
哲
人
君
（
工
学
部
機
械

工
学
科
４
年
）
が
大
学
へ
の
進
学

な
ど
の
紹
介
や
、
大
学
の
学
習
内

容
を
紹
介
す
る
常
設
展
示
場
を
見

学
し
、
学
生
や
教
員
か
ら
詳
し
い

説
明
を
受
け
た
。

◇
長
崎
南
高
校

１１
月
１６
日
、

１
年
生
２１
名
と

引
率
教
諭
１
名

が「
職
場
訪
問
」

で
本
学
を
訪
れ

た
。
生
徒
が
希

望
す
る
職
業
の

中
身
や
、
予
め

い
た
だ
い
た
疑
問
・
質
問
へ
応
え

る
形
で
、
関
連
す
る
学
部
学
科
が

教
育
・
研
究
の
紹
介
を
交
え
て
見

学
会
を
行
っ
た
。

◇
長
崎
鶴
洋
高
校

１１
月
２４
日
、
１
年
生
２５
名
と
引

率
教
員
２
名
が
「
高
校
と
大
学
の

違
い
や
学
生
生

活
の
様
子
を
知

る
」
こ
と
を
目

的
に
本
学
を
訪

れ
た
。
大
学
の

学
習
内
容
を
紹

介
す
る
常
設
展

示
場
を
見
学
し
た
。

◇
長
崎
北
陽
台
高
校

１２
月
１６
日
、
理
数
科
２
年
生
８０

名
が
来
学
し
、
本
学
教
員
に
よ
る

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
理
数

科
の
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て

「
本
物
」
と
の

出
会
い
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
本

学
で
の
理
学
や

工
学
分
野
に
関

す
る
学
習
を
体

験
し
た
。

◇
韓
国
・
釜
山
大
学

１２
月
１９
日
、
韓
国
・
釜
山
大
学

よ
り
学
生
３０
名
、
引
率
の
教
員
４

名
が
本
学
を
訪
れ
、
船
舶
海
洋
試

験
水
槽
や
機
械
工
学
科
の
実
験
装

置
を
見
学
し
た
。

こ
れ
は
本

学
の
矢
島

浩（
大
学
院

工
学
研
究
科

長
、
工
学
部

機
械
工
学
科

教
授
）
が
技

術
交
流
の
あ

るK
A

N
G

,SU
N

G
-W

O
N

教

授

か
ら
の
要
請
を
受
け
た
も
の
。
三

菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
、
新
来
島

ド
ッ
ク
、
九
大
、
阪
大
、
東
大
を

視
察
し
、
帰
国
し
た
。
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「
ロ
ハ
ス
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
Ｃ

Ｇ
作
品
（
動
画
を
除
く
）
を
募
集
。

選
考
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

１１
月
１１
、
１２
日
の
両
日
、
学
園

祭
「
第
４３
回
造
大
祭
」
を
開
催
。

テ
ー
マ
「
が
ん
ば
ら
ん
ば

〜
友

と
共
に
〜
」
に
は
、
造
大
祭
に
訪

れ
た
方
々
へ
の
活
力
に
な
れ
ば
と

の
関
係
者
一
人
一
人
の
願
い
が
こ

め
ら
れ
た
。

実
行
委
員
長
の
南

千
春
さ
ん

（
工
学
部
建
築
学
科
２
年
）
を
中

心
に
、
１
、
２
年
生
の
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー
が
企
画
立
案
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
制
作
、
広
報
活
動
な
ど
、

造
大
祭
の
盛
り
立
て
役
を
担
っ
た
。

前
夜
祭
で
打
上
げ
花
火
、
１１
日
は

馬
場
俊
光
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
や
、
ビ
ン
ゴ

大
会
、
１２
日
は
Mr.
長
総
大
や
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
学
セ
ミ
ナ
ー
加
藤
夏
希

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
ザ
マ
ギ
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
が
企
画
さ
れ
、
ま
た
、
沖
縄
エ

イ
サ
ー
や
学
生
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
が
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

こ
の
他
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｈ
ゲ
ー
ム
、
電
子
工
作
、
お

も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
、
原
爆
・
平

和
展
な
ど
学
部
・
学
科
等
の
教

育
・
研
究
内
容
も
紹
介
さ
れ
て
い

た
。

◇
優
秀
賞

「
春
な
の
に

夏
だ
か
ら

秋
ら
し
い

冬
も
い
い
」

後
藤
あ
さ
み
さ
ん

大
分
県
立
日
田
林
工
高
校
３
年

◇
優
秀
賞

「
小
さ
な
一
人
旅
」

寺
村

知
世
さ
ん

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
校
３
年

◇
優
秀
賞

「
森
の
中
の
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」

芦
沢

将
太
さ
ん

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
校
３
年

第
２
回
全
国
高
校
生

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ス
ト

◇
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
部
門

最
優
秀
賞
：
菅
野

美
里
さ
ん

福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
校
３
年

優

秀

賞
：
高
井

郁
哉
さ
ん

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
校
３
年

優

秀

賞
：
津
島

佑
佳
さ
ん

福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
校
３
年

「
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
学
生
と

教
職
員
が
集
う
楽
し
い
空
間
の
設
計

を
募
集
。
選
考
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

学園祭「造大祭」
＆

オープンキャンパス

全全国国高高校校生生
アアイイデディィアアココンンテテスストト

第
９
回

全
国
高
校
生
設
計
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
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自
分
の
学
校
や
住
ん
で
い
る
地
域

を
魅
力
的
に
紹
介
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
募
集
。

選
考
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

◇
最
優
秀
賞

「
生
命
（
い
の
ち
）
の
空
間
」

◇
優
秀
賞

「
共
生
〜
人
と
動
植
物
た
ち
の

共
存
の
場
〜
」

◇
優
秀
賞

「
香
り
と
癒
し
の
ビ
オ
ト
ー
プ
」

附附属属高高等等学学校校

人
命
救
助
で
表
彰

１
月
１５
日
、
本
学
附
属
高
等
学

校
１
年
生
の
�
崎
優
人
君
を
含
め

た
市
内
の
高
校
生
４
名
が
、
人
命

救
助
で
長
崎
北
消
防
署
長
よ
り
表

彰
さ
れ
、
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
。

�
崎
君
ら
は
、
昨
年
末
、
長
崎

市
の
金
比
羅
山
へ
登
山
中
、
骨
折

し
動
け
な
く
な
っ
た
男
性
と
連
れ

添
っ
て
い
た
女
児
２
人
を
発
見
。

１
１
９
番
通
報
し
、
男
性
を
抱
え

な
が
ら
搬
送
し
た
り
、
応
急
処
置

を
す
る
な
ど
の
救
助
に
あ
た
っ
た
。

第
３４
回

文
化
祭

１０
月
１９
、
２０
日
の
両
日
、
文
化

祭
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
「
華
開
け

総
附
のA

B
ILITY

」。総
合
学
習
に

よ
る
ク
ラ
ス
展
示
、
劇
や
ダ
ン
ス

な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。

討
論
で
は
「
原
子
力
発
電
は
是

か
非
か
」
の
テ
ー
マ
で
３
年
３
組

と
２
年
５
組
に
よ
る
決
勝
。
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
、
個
人
上
演
や
ク
ラ
ブ
展

示
の
ほ
か
、
能
楽
鑑
賞
会
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
２
日
間

を
過
ご
し
た
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門

最
優
秀
賞
：
佐
藤
謙
伍
さ
ん
他
３
名

宮
崎
県
立
延
岡
工
業
高
校
１
年

優

秀

賞
：
松
本

桂
さ
ん
他
２
名

長
崎
県
立
島
原
工
業
高
校
３
年

優

秀

賞
：
山
本
愛
実
さ
ん
他
１
名

宮
崎
県
立
佐
土
原
高
校

１
年

附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校ののののののののののののののののののののののののののののホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
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URL http://nias.ed.jp/

「
滝
が
あ
り
、
鳥
が
住
む
ビ
オ
ト
ー

プ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
設
計
を
募
集
。

選
考
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

第
２
回

全
国
高
校
生
ビ
オ
ト
ー
プ
設
計
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

森本里奈子さん
長崎県立島原工業高校３年

高野 翔太さん
山梨県立甲府工業高校３年

柴田美帆子さん
大阪教育大学附属高校１年
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編

集

後

記

植植植植植植植植植植植植植植植植植
物物物物物物物物物物物物物物物物物
ををををををををををををををををを
育育育育育育育育育育育育育育育育育
ててててててててててててててててて
るるるるるるるるるるるるるるるるる
仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事事事事
ににににににににににににににににに

祖
父
母
が
農
業
を
し
て
い
て
、
そ

こ
に
遊
び
に
行
く
の
が
好
き
で
し
た
。

ま
た
、
自
宅
の
庭
に
も
い
ろ
い
ろ
な

果
実
や
花
木
が
植
え
て
あ
り
、
幼
い

頃
か
ら
植
物
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

そ
の
頃
か
ら
植
物
を
育
て
る
よ
う
な

職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。私

が
大
学
に
入
る
頃
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ブ
ー
ム
。
ま
た
、
当

時
青
い
バ
ラ
は
幻
の
花
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
関
す
る
本
を

読
ん
で
、
自
分
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
何

か
を
作
り
た
い
な
と
思
い
、
農
学
部

へ
進
み
ま
し
た
。

実
験
室
の
研
究
よ
り
、
外
に
出
て

栽
培
す
る
方
が
面
白
い
な
と
思
っ
て

栽
培
を
す
る
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
出
会
っ
た
先
生
の
影
響

が
大
き
く
、
今
も
そ
の
先
生
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
生
が

い
な
け
れ
ば
本
学
へ
も
来
て
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

最最最最最最最最最最最最最最最最最
初初初初初初初初初初初初初初初初初
ののののののののののののののののの
仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事事事事
ははははははははははははははははは
田田田田田田田田田田田田田田田田田
植植植植植植植植植植植植植植植植植
えええええええええええええええええ

大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
、
農
薬
の

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。
田
ん

ぼ
や
ゴ
ル
フ
場
の
除
草
剤
の
研
究
開

発
を
し
、
作
っ
た
製
品
の
実
証
試
験

を
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
入
社
し

て
す
ぐ
の
仕
事
は
田
植
え
だ
っ
た
で

す
よ
。
小
さ
な
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
手

植
え
し
ま
し
た
。

３
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
か
ら
、
こ
の

会
社
が
農
薬
部
門
か
ら
撤
退
す
る
こ

と
に
な
り
、
恩
師
に
相
談
し
て
、
大

学
院
の
社
会
人
選
抜
枠
で
入
学
し
、

栽
培
の
研
究
に
戻
り
ま
し
た
。
修
士

を
修
了
し
て
か
ら
は
県
の
臨
時
職
員

を
経
て
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
肥
料
の
開
発
や
、

土
壌
分
析
（
土
壌
診
断
）
を
し
て
農

家
の
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
仕
事

で
し
た
。
実
験
室
に
こ
も
っ
て
一
日

土
を
分
析
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
外

に
出
て
栽
培
が
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
恩
師
に
相
談
し
た
ら
、
高

知
大
学
の
恩
師
の
研
究
室
の
技
術
補

佐
員
で
雇
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
遍
歴
を
持
っ

て
い
ま
す
。

緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
張張張張張張張張張張張張張張張張張
ののののののののののののののののの
連連連連連連連連連連連連連連連連連
続続続続続続続続続続続続続続続続続

私
は
事
務
や
、
人
前
に
立
つ
仕
事

が
向
か
な
い
ん
で
す
。
ま
さ
か
自
分

が
先
生
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
私
の
授
業
は
ど
う
で
す
か
」
と

学
生
に
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

す
ご
い
赤
面
性
だ
し
、
上
が
り
性

な
の
で
、
緊
張
の
連
続
で
す
。

私
は
、
は
じ
め
て
こ
こ
で
先
生
と

呼
ば
れ
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
ま
で
教
え
た
ら
い
い
の
か
、
苦

労
し
て
い
ま
す
。
先
月
、
学
生
の
卒

論
発
表
が
あ
り
、
そ
の
時
は
自
分
が

発
表
す
る
よ
り
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

就
職
の
経
験
は
今
こ
こ
で
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
薬
や
、
有
機
栽
培

な
ど
の
話
し
が
授
業
な
ど
の
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。

現現現現現現現現現現現現現現現現現
在在在在在在在在在在在在在在在在在
ののののののののののののののののの
研研研研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究究究究
ははははははははははははははははは

３
月
末
に
は
グ
ラ
ン
ド
の
脇
に
ハ

ウ
ス
が
で
き
る
予
定
で
す
。「
波
長

変
換
フ
ィ
ル
ム
」
を
使
っ
て
、
メ
ー

カ
ー
と
の
共
同
研
究
を
行
い
ま
す
。

可
視
光
線
の
中
に

は
い
ろ
ん
な
色
が
あ

り
ま
す
が
、
植
物
の

光
合
成
に
は
青
と
赤

の
波
長
が
有
効
と
言

わ
れ
、
そ
の
中
で
も

赤
が
一
番
有
効
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
赤
の
波
長
域

を
増
や
す
こ
と
で
、

野
菜
の
成
育
や
品
質

に
及
ぼ
す
影
響
を
調

査
す
る
研
究
で
す
。

紫
外
線
カ
ッ
ト

フ
ィ
ル
ム
の
試
験
も

し
ま
し
た
。
虫
の
目

が
紫
外
線
と
他
の
光

を
感
じ
て
、
は
じ
め

て
明
る
さ
を
感
じ
ま

す
。
フ
ィ
ル
ム
に
よ

り
ハ
ウ
ス
の
中
に
紫

外
線
が
入
っ
て
こ
な

い
と
暗
闇
と
昆
虫
が
認
識
し
て
し
ま

う
の
で
、
ハ
ウ
ス
の
中
に
入
っ
て
こ

な
い
と
い
う
こ
と
で
防
虫
効
果
が
あ

り
ま
す
。

意
外
と
農
業
は
近
代
的
な
ん
で
す

よ
。
省
力
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
が
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。

他他他他他他他他他他他他他他他他他
力力力力力力力力力力力力力力力力力
本本本本本本本本本本本本本本本本本
願願願願願願願願願願願願願願願願願
ととととととととととととととととと
出出出出出出出出出出出出出出出出出
会会会会会会会会会会会会会会会会会
いいいいいいいいいいいいいいいいい

植
物
は
植
え
て
、
芽
が
出
て
、
枯

れ
る
。
人
間
で
言
え
ば
、
誕
生
し
て

死
ぬ
ま
で
を
短
い
期
間
で
学
べ
る
。

植
物
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ

ん
な
感
性
や
、
植
育
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
き
た
い
。

五
木
寛
之
さ
ん
の
著
書
の
中
で

「
他
力
本
願
」
の
仏
教
に
お
け
る
本

来
の
意
味
を
知
り
ま
し
た
。

自
分
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な

い
。
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
感
謝
を
忘
れ
ず
、
思
い
や
り

を
も
っ
て
生
き
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。あ

と
は
出
会
い
。
私
も
大
学
の
時

に
出
会
っ
た
先
生
に
影
響
さ
れ
て
、

今
の
道
が
あ
り
ま
す
。
出
会
い
を
大

切
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

西
村
安
代

人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
講
師

静
岡
県
生
ま
れ

【
学
歴
】

・
高
知
大
学
農
学
部
暖
地
農
学
科
卒
業

・
高
知
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
暖
地

農
学
専
攻
修
了

博
士
（
農
学
）

【
職
歴
】

・
永
光
化
成
㈱

・
高
知
県
臨
時
的
任
用
職
員

・
川
合
肥
料
�

・
高
知
大
学
農
学
部
技
術
補
佐
員

・
平
成
１８
年
か
ら
本
学
勤
務
。

昨年１１月に導入したバイ
オディーゼル燃料（BDF）
で走る「環境に優しい」バ
スのネーミングを昨年１２月
より募集。
全国より１４１件の応募を

いただきました。
１月１５日、審査選考を実施し、名前は「クリー

ンNiAS 号」に決定しました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

最優秀賞に輝いた原健太
郎さんは本学電気電子情報
工学科の４年生でした。
１月１６日、林学長から賞

品のDVDレコーダーが贈
呈されました。
原さんは現在、卒業研究

で燃料電池について研究していて、日頃から環
境問題に関心があり、今回のネーミングもク
リーンなエネルギーからイメージしたとのこと
です。

■「BDFバス」愛称の選考結果
○最優秀賞：「クリーンNiAS 号」
○優 秀 賞：「NiAS・エコバス」

（福田 清様、群馬県、４７歳）
○佳 作：「エコ・クリーン号」

（仲嶺真哉様、沖縄県、３４歳）

卒
業
式
。
今
年
は
生
憎
の
雨
で
し
た

が
、
学
生
た
ち
は
笑
顔
で
学
び
舎
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

雛
鳥
の
場
合
は
、
巣
立
ち
と
言
っ
て

も
十
分
に
飛
べ
る
ほ
ど
育
っ
て
お
ら

ず
、
た
い
て
い
の
場
合
は
、
親
は
必

ず
そ
ば
に
つ
い
て
い
て
、
ヒ
ナ
を
見

守
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
我
々
教

職
員
も
、
卒
業
生
を
こ
れ
か
ら
も
温

か
く
見
守
り
た
い
も
の
で
す
（^ ）^v（
Ｔ
）

出
会
い
と
別
れ
。
４
年
と
い
う
月
日

は
、
長
い
よ
う
で
短
く
、
こ
の
大
学

を
巣
立
つ
学
生
の
門
出
を
祝
い
つ
つ

も
、
ど
こ
か
物
寂
し
さ
が
残
り
ま
す
。

４
月
、
新
た
な
出
会
い
。
期
待
と
夢

を
持
っ
て
入
学
す
る
学
生
。
笑
顔
が

絶
え
な
い
学
生
生
活
。
学
報
で
伝
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
Ｉ
）

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

研研究究室室をを訪訪ねねてて

－－西西村村安安代代先先生生ををたたずずねねてて－－

「「BBDDFF燃燃料料でで走走るるババスス」」のの愛愛称称
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